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め、SBR と同様に高い細菌保持能を持つ。実験の結果、第 2 章と同様に、細菌群集の硫化水素への馴
養が生じ 100%の脱硫・硝化処理能が得られた。また、酸素供給塔を通して酸素を溶存状態で CSTMR
に供給するため、脱硫ガスへの酸素混入量は 0.6%以下（平均 0.4%）に抑えられ安全性が確認された。 
  













































第 4 章では、第 2、3 章で確立した脱硫・硝化槽で処理された消化液を用い、微細藻類培養を検討し
た。消化液はアンモニウムが無害な硝酸になっているため無希釈のまま微細藻類培養に使用できる可能
性がある。そこで、消化液を培地に用いて緑藻 Chlorella sorokiniana NIES-2173 株を培養したところ、人
工培地と同等の微細藻類生産が得られ、本プロセスで提案する単一の同時脱硫・硝化槽を経た消化液の
微細藻類培地としての有用性が示された。 
 上述の研究成果を踏まえ、総合考察となる第 5 章では、一連の提案プロセスの運転を 20 日間試み、高
いバイオガス脱硫と消化液の窒素除去能、および微細藻類生産が確認された。試算により、提案プロセス
の従来プロセスよりも高い経済性が示された。 
 本論文の内容の一部は、下記の査読制度を有する当該分野において権威ある学術雑誌に 3 編が掲載
されており、本論文の研究成果が国際的にも評価されていることを示している。 
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